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今
ま
で
確
定
申
告
で
青

色
申
告
特
別
控
除
は
、
正

規
の
簿
記
に
よ
る
記
帳
・

貸
借
対
照
表
の
添
付
・
期

限
内
申
告
に
よ
り
65
万
円

の
控
除
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
税
制
改
正
に

よ
り
令
和
2
年
分
（
令
和

3
年
申
告
分
）
の
確
定
申

告
か
ら
青
色
申
告
特
別
控

除
額
が
55
万
円
に
変
わ
り

ま
す
。

　

改
正
後
に
65
万
円
の
青

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

申
告
時
の
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど

申
告
時
の
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど

1111
税
務
署
へ
要
望
申
し
入
れ

税
務
署
へ
要
望
申
し
入
れ

10
月
5
〜
7
日
の
3
日

間
、
県
下
11
の
税
務
署
に

対
し
て
、
要
望
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
交
渉
と
な
り
、
3
密
を

避
け
る
た
め
、
建
設
山
口

本
部
の
税
対
担
当
役
員
の

み
で
、3
日
間
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
署
で
異
動
の
た

め
総
務
課
長
が
替
わ
っ
て

お
り
、
昨
年
10
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
消
費
税
増
税
お

よ
び
軽
減
税
率
導
入
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
建
設
業
界
へ
の
影
響

に
ふ
れ
な
が
ら
、
ま
ず
は

簡
単
に
建
設
山
口
の
概
要

を
説
明
。
記
帳
に
つ
い
て

の
学
習
会
で
あ
る
「
所
得

計
算
書
学
習
会
」
や
「
確

定
申
告
学
習
会
」、「
申
告

相
談
会
」
に
組
合
と
し
て

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。

　
「
申
告
書
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
に
つ
い
て
、

無
記
入
の
場
合
の
取
扱
に

つ
い
て
変
更
は
あ
る
の
か
」

の
問
い
に
つ
い
て
は
「
昨

年
と
同
様
に
、
無
記
入
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
受
理
し

な
い
こ
と
は
な
い
。
た
だ

し
、
一
定
の
指
導
は
し
て

い
く
」と
の
返
答
で
し
た
。

　
「
来
年
の
確
定
申
告
時

の
コ
ロ
ナ
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
」

の
問
い
に
つ
い
て
は
「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の

申
告
を
考
え
て
い
る
。
例

え
ば
、
人
数
制
限
に
よ
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
確
保
す
る
こ
と
や
、

申
告
ま
で
何
分
待
ち
か
の

表
示
を
行
う
こ
と
を
考
え

て
い
る
」
と
の
返
答
で
し

た
。
ま
た
、「
来
場
に
よ

る
密
を
避
け
る
た
め
に
も
、

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
告
書
作
製
コ
ー

ナ
ー
や
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
活

用
や
、
郵
送
で
の
申
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
適
格
請
求
書

保
存
方
式
が
こ
の
ま
ま
の

形
で
導
入
さ
れ
る
と
、
免

税
事
業
者
で
あ
る
零
細
企

業
が
取
引
か
ら
排
除
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
に

な
ら
な
い
よ
う
な
方
式
を

考
え
て
欲
し
い
と
の
要
望

を
伝
え
ま
し
た
。

来
年
の
確
定
申
告
か
ら

控
除
額
が
変
わ
り
ま
す

控
除
額
が
変
わ
り
ま
す

▼
国
民
年
金
基
金
は
、

自
営
業
の
方
（
第
1
号

被
保
険
者
）
が
安
心
し

て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
部
分
を
プ
ラ
ス
す

る
厚
生
労
働
大
臣
の
認

可
を
受
け
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

▼
5
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
終
身
年
金
が
基
本

（
65
歳
か
ら
生
涯
受

け
取
る
終
身
年
金
が

基
本
）

②
年
金
額
が
確
定
、
掛

金
額
も
一
定

③
税
制
上
の
優
遇
（
掛

金
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
）

④
万
が
一
の
と
き
は
家

族
に
一
時
金
（
掛
金

が
掛
け
捨
て
に
な
り

ま
せ
ん
）

⑤
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

▼
組
合
で
は
加
入
手
続

き
等
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

全
国
国
民
年
金
基
金

（
全
国
基
金
）
に
紹
介

し
、
全
国
基
金
職
員
が

制
度
紹
介
や
加
入
手
続

き
等
を
行
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
入

り
の
支
部
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
等
の
上
乗

せ
部
分
の
年

金
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

自
営
業
の
方

は
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎

年
金
）
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

国民年金基金に加入しましょう

色
申
告
控
除
を
受
け
る
に

は
、
①
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

る
申
告
（
電
子
申
告
）
か

②
電
子
帳
簿
保
存
の
申
請

を
す
る
、
の
ど
ち
ら
か
を

選
択
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
と
な
り
、
確
定

申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
税
制
は

毎
年
の
よ
う
に
変
わ
り
、

誤
っ
た
思
い
込
み
で
申

告
を
し
て
し
ま
う
と
、

無
駄
な
税
額
を
納
付
す

る
こ
と
に
も
繋
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

正
確
な
確
定
申
告
を

す
る
た
め
に
は
、
正
確

な
記
帳
が
必
要
で
す
。

全
て
の
事
業
者
に
記
帳

及
び
帳
簿
の
保
存
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
全
建
総
連

の
「
日
計
記
帳
用
紙
」
で

日
々
の
記
帳
か
ら
そ
の

月
の
会
計
を
ま
と
め
、

そ
れ
を
「
所
得
計
算
書
」

に
転
記
し
、
月
々
の
記

帳
か
ら
そ
の
年
の
収
支

を
計
算
し
て
い
た
だ
き
、

収
支
内
訳
書
（
白
色
申

告
）
ま
で
は
正
確
に
出

来
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
所
得
計
算
書
学
習
会

を
今
年
度
も
上
表
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書

の
記
入
方
法
や
留
意
点

に
つ
い
て
学
習
す
る
確

定
申
告
学
習
会
も
上
表

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

両
学
習
会
と
も
受
講

料
は
無
料
で
す
が
、
筆

記
用
具
・
電
卓
は
お
忘

れ
な
く
。
参
加
希
望
の

方
は
、
早
め
に
お
入
り

の
支
部
を
通
じ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
は
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

上
記
学
習
会
を
開
催
予
定

上
記
学
習
会
を
開
催
予
定

　
　
　

　
　
　

－－

申
し
込
み
は
各
支
部
ま
で

申
し
込
み
は
各
支
部
ま
で

－－

締切は12月2日
（本部必着）
どしどし

御応募ください

新年号の原稿

募　 集

　

組
合
で
は
出
来
る
限

り
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

声
を
紙
面
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

次
号
は
新
年
号
と
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
要

領
で
原
稿
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
し
ど

し
所
属
支
部
を
通
し

て
、
原
稿
を
お
送
り
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
掲

載
さ
れ
た
方
に
は
、
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

◇
内　

容

　

①
我
が
家
、
私
の
自

慢
話
②
我
が
家
、
私
の

正
月
の
過
ご
し
方
③
年

お
と
こ
、年
お
ん
な
（
新

年
の
抱
負
）
④
我
が
家
、

私
の
健
康
法
⑤
写
真
、

絵
画
、
短
歌
な
ど
新
年

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

◇
字　

数

　

４
０
０
字

◇
締　

切

12
月
２
日
必
着

改正１

改正２

青色申告特別控除額が変わります
（現行　65万円⇒改正後　55万円）

基礎控除額が変わります
（現行　38万円⇒改正後　48万円）

「（改正後）55万円の青色申告特別控除」
の適用要件に加えてｅ－Ｔａｘによる申告
（電子申告）または電子帳簿保存を行う
と引き続き65万円の青色申告特別控除
が受けられます

■所得計算書学習会日程

■確定申告学習会日程

日程 時間・場所 対象支部

12月2日㈬
13：00～16：00

全支部
中国労金下松支店

12月4日㈮
13：00～16：00

全支部
建設山口本部会館

12月6日㈰
13：00～16：00

全支部
勝山公民館（下関）

日程 時間・場所 対象支部

1月26日㈫
13：00～16：00

全支部
中国労金下松支店

1月28日㈭
13：00～16：00

全支部
建設山口本部会館

1月31日㈰
13：00～16：00

全支部
勝山公民館（下関）
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建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
9
月
末
現
在
で
、
表
の

と
お
り
1
万
2
2
8
9
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
拡
大

運
動
も
な
か
な
か
難
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
度
に
入
り
加
入
者
は

6
3
5
人
、
脱
退
者
は

4
5
6
人
で
現
在
ま
で

　

令
和
2
年
度
の
中
建
国

保
の
健
康
診
査
事
業
は
、
全

て
の
組
合
員
と
20
歳
以
上

の
家
族
被
保
険
者
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
齢

に
よ
っ
て
、
特
定
健
診
と
一

般
健
診
に
分
か
れ
ま
す
が
、

健
診
内
容
は
同
じ
で
す
。
健

診
内
容
は
、
①
基
本
健
診
②

胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
③
が
ん
検
診
を
セ
ッ
ト

1
7
9
人
の
増
加
と
な
り
、

8
年
連
続
の
年
間
増
員
に

向
け
て
大
き
く
前
進
し
て

い
ま
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
9
月
か
ら
11
月

を
「
秋
の
拡
大
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

未
加
入
者
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
？
現
場
等
で
ま
わ

り
を
見
渡
し
、
声
を
掛
け

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
中
建

国
保
、
労
災
保
険
、
税
金

相
談
、各
種
共
済
制
度
等
）

を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く

の
仲
間
を
組
合
に
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
は
「
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を

守
る
」
こ
と
に
つ
な
が
っ

　

組
合
で
は
、
木
造
建

築
物
の
組
立
て
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

　

軒
高
5
ｍ
以
上
の
木

造
建
築
物
の
構
造
部
材

の
組
立
て
又
は
こ
れ
に

伴
う
屋
根
下
地
若
し
く

は
外
壁
下
地
の
取
付
作

業
に
つ
い
て
は
、
木
建

の
作
業
主
任
者
を
選
任

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
上
、
こ
の
資
格
が

必
要
な
方
は
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
30
日
（
月
）

　
　
　

12
月
1
日
（
火
）

　

両
日
と
も
8
時
50
分

か
ら
17
時

【
場
所
】
山
口
市
「
建
設

山
口
本
部
会
館
」

【
〆
切
】
11
月
16
日
（
月
）

【
受
講
料
】
5
0
0
0
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】

1
3
0
0
円
（
建
設
山

口
組
合
員
は
5
0
0
円
に

な
り
ま
す
）。

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
所
属
の
支
部
ま
た
は

本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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...................................................

早期発見・早期治療を心がけましょう

17人が受講

て
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
の
拡
大
月
間

８
年
連
続
の

８
年
連
続
の

　
　
年
間
増
員
達
成
へ

　
　
年
間
増
員
達
成
へ

支部 令和 2 年 9 月末
建設山口組合員数

4月から
の増減数

阿東 69 1
岩国 1,806 19
宇部 1,687 30
小野田 586 9
吉南 1,045 19
下松 1,348 68
熊毛南 248 -3
下関 1,159 -5
徳山 752 3
豊浦 177 2
長門 173 -4
萩 189 0
光 260 10
防府 973 -11
美祢 166 -2
山口 1,189 28
柳井 462 15

計 12,289人 179

２
日
間
に
わ
た
り

　
　
足
場
の
技
能
講
習
を
開
催

　

労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

り
、
つ
り
足
場
、
張
り
出

し
足
場
の
高
さ
が
5
ｍ
以

上
の
構
造
の
足
場
の
組
立

て
、
解
体
ま
た
は
変
更
の

作
業
に
つ
い
て
は
足
場
の

作
業
主
任
者
（
有
資
格

者
）
を
選
任
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

9
月
28
〜
29
日
、
建
設

山
口
本
部
会
館
に
お
い
て

足
場
の
組
立
て
等
作
業
主

任
者
技
能
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
山
口
県

建
設
職
業
訓
練
協
会
が
山

口
労
働
局
長
の
登
録
を
受

け
て
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
2
日
間
の
講
習
を
受

け
て
修
了
試
験
に
合
格
し

た
方
に
は
修
了
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
資
格
は
国

土
交
通
省
認
定
の
「
建
設

技
能
者
の
能
力
評
価
基

準
」
に
お
い
て
、「
型
枠
」

「
圧
接
」「
Ｐ
Ｃ
」「
土
工
」

の
4
職
種
で
レ
ベ
ル
3
、

大
工
職
種
で
レ
ベ
ル
3
も

し
く
は
レ
ベ
ル
2
、
他
に

も
10
職
種
で
レ
ベ
ル
2
の

保
有
資
格
に
該
当
し
ま
す
。

建設キャリアアップシステム

10月から料金を改定
　

昨
年
4
月
か
ら
運
用

が
開
始
さ
れ
た
「
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ
）」
と

は
、
技
能
者
の
就
業
履

歴
や
保
有
資
格
等
の
情

報
を
登
録
・
蓄
積
し
、

評
価
の
適
正
化
や
技
能

者
の
処
遇
改
善
等
を
目

的
と
し
た
建
設
業
界
統

一
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
の
度
、
9
月
8
日

運
営
協
議
会
総
会
に
お

い
て
本
年
10
月
以
降
の

料
金
・
制
度
改
定
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
経
費
削
減

の
た
め
、
郵
送
申
請
や

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
9

月
30
日
で
終
了
に
な
り

ま
し
た
。

生活サポート

福利厚生倶楽部

　建設山口では、組合員の日
常生活をサポートするため
に、「福利厚生倶楽部」を勧め
ています。
　「福利厚生倶楽部」とは、中
国電力グループの㈱福利厚生

倶楽部中国が提供するサービ
スで宿泊・スポーツクラブ・
レジャーランド、育児・介護・
健康・ショッピングなど様々
なサービスで組合員さんの福
利厚生をバックアップしてい

ます。
　建設山口の組合員は特別価
格として、入会金（32,400 円）
を無料。年会費（通常13,200円）
を 11,880 円（消費税込）で提
供しています。

　この機会にぜひ「福利厚生
倶楽部」にご加入いただき、
充実した日常生活をエンジョ
イしてくだい（詳細は所属の
支部まで）。

に
し
て
1
万
1
0
0
0
円

ま
で
中
建
国
保
で
費
用
負

担
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
標
実
施
率

は
、
実
現
可
能
な
目
標
値

（
健
康
診
査
63
％
、
保
健
指

導
18
％
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
早
期
に
病
気
が
み
つ
か
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
の
声
も
多

数
あ
り
、
健
診
を
き
っ
か
け

に
生
活
習
慣
病
の
改
善
に

取
り
組
む
方
も
増
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
技
能

労
働
者
の
健
康
確
保
に
向

け
た
支
援
を
目
的
と
し
て
、

山
口
県
と
特
定
健
診
へ
の

補
助
制
度
を
締
結
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
1
月
末

ま
で
の
実
績
（
受
診
者
数
）

に
応
じ
て
県
か
ら
補
助
が

出
る
も
の
で
す
。
こ
の
制
度

を
活
用
す
る
た
め
に
も
早

め
の
受
診
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

健
診
事
業
の
詳
細
は
、
お

入
り
の
支
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

２
０
０
０
円
補
助

　

健
診
以
外
の
保
険
事
業

と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
へ
の
補
助
も

行
っ
て
い
ま
す
。
被
保
険

者
が
予
防
接
種
を
受
け
た

と
き
は
、
被
保
険
者
1
人

に
つ
き
2
0
0
0
円
が
年

度
中
2
回
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。

木建の技能講習木建の技能講習
11月末に組合主催で

中
建
国
保
の
健
診
事
業

早
め
の
受
診
を

早
め
の
受
診
を

10月からの新料金 

 ①事業者登録料（5年ごと）

現行料金の2倍
※一人親方は据え置き

（現行 0円）

②管理者ＩＤ利用料（1年ごと）

1IDあたり 11,400円

※一人親方は据え置き
（現行 2,400円）

③現場利用料（利用ごと）

1人日・現場あたり 10円
（現行 3円）
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久光　義秋（光・大工 71）

石見冠山石見冠山 859.3m 859.3m
（島根県邑南町）（島根県邑南町）

い
」
と
島
根
県
ま
で
遠

征
し
た
。
冠
山
と
名
前

の
付
く
山
は
山
口
県
に

も
あ
り
、
各
地
域
の
高

く
姿
の
美
し
い
峰
に
好

ん
で
付
け
ら
れ
る
よ
う

だ
。

　

以
前
か
ら
国
道

２
６
１
号
線
を
車
で

走
っ
て
い
る
と
い
つ
も

早
春
に
、
コ
ブ
シ
の
白

い
花
で
斜
面
が
霧
が

か
っ
た
よ
う
に
白
い
姿

が
美
し
い
山
容
が
気
に

な
っ
て
い
た
。
瀬
戸
内

　

今
年
の
４
月
初
旬
に

「
コ
ブ
シ
の
花
が
見
た

の
山
々
と
は
違
い
、
島

根
県
の
山
は
高
さ
が
な

い
が
日
本
海
側
な
の
で

冬
季
は
積
雪
が
多
く
厳

し
い
環
境
に
な
る
。

　

登
山
口
に
は
水
道
タ

ン
ク
の
前
に
看
板
が

立
っ
て
い
た
。
鉄
塔
路

の
平
坦
な
道
を
進
み
右

に
折
れ
る
と
徐
々
に
上

り
坂
に
な
る
。
暫
く
歩

く
と
「
た
い
の
す
け
鈩

跡
地
」
と
名
水
の
看
板

が
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
辺
り
か
ら
コ
ブ

シ
の
花
が
目
立
つ
よ
う

に
な
る
。
左
手
に
登
山

路
が
開
け
、
急
登
が
始

ま
り
稜
線
が
見
え
て
く

る
が
「
キ
ツ
イ
登
り
が

待
っ
て
い
る
な
ぁ
」
と

実
感
す
る
。
こ
こ
か
ら

グ
イ
グ
イ
高
度
を
稼
ぎ

稜
線
の
分
岐
に
着
く
。

　

左
に
進
め
ば
瑞
穂
方

面
、
右
の
急
坂
を
登
れ

ば
石
見
冠
山
の
山
頂
だ
。

頂
上
か
ら
は
３
６
０
度

の
大
展
望
、申
し
分
な
し
。

晴
れ
の
日
は
日
本
海
が

き
ら
き
ら
輝
き
、
三
瓶

山
や
大
江
高
山
が
望
め

る
。
山
頂
か
ら
尾
根
伝

い
に
３
分
で
西
峰
。
三

角
点
よ
り
３
・
７
ｍ
高

い
。
も
ち
ろ
ん
眺
め
は

最
高
。
細
い
稜
線
な
の

で
風
が
吹
き
つ
け
る
。

早
々
に
食
事
を
終
え
同

じ
ル
ー
ト
で
下
山
。
つ

い
で
に
断
魚
渓
に
寄
り
、

滝
や
淵
を
見
学
し
て
帰

路
に
着
く
。

　

山
陰
の
山
々
は
春
近

し
の
風
景
で
あ
っ
た
。

最
後
の
運
動
会

宇
部　

落
合　

智
子

（
パ
ー
ト
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
・
縮

小
さ
れ
た
息
子
の
小
学
校

最
後
の
運
動
会
へ
行
き
ま

し
た
。
大
人
数
で
の
お
弁

当
は
か
な
わ
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
子
ど
も
の
成
長
を

感
じ
ら
れ
た
1
時
間
は
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

あ
っ
、
こ
れ
が
秋
か

吉
南　

池
田　

真
里
子

（
事　

務
）

　

少
し
涼
し
く
な
っ
て
き

て
食
欲
が
わ
い
て
き
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

の
で
運
動
し
な
い
と
な
。

あ
っ
、
こ
れ
が
秋
か
。

字
が
も
う
す
こ
し

上
手
く
書
け
れ
ば

熊
毛
南　

鶴
田　

実

（
大　

工
）

　

ハ
ガ
キ
要
請
を
毎
回
書

か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
も
う
少
し
字
が
上

手
く
書
け
れ
ば
と
い
つ
も

お
も
っ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

我
が
家
に
も
必
要

山
口　

渡
邉　

良

（
建　

具
）

9
月
で
1
歳
を
迎
え
た

息
子
。
離
乳
食
に
飽
き
て

く
る
と
決
ま
っ
て
ブ
ー
と

勢
い
よ
く
口
の
中
の
も
の

を
ぶ
ち
ま
け
ま
す
。
前
に

座
っ
て
い
る
私
は
離
乳
食

だ
ら
け
。

　

ど
う
や
ら
我
が
家
に
も

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
が
必

要
な
よ
う
で
す
。

石見冠山　山頂

宇部支部宇部支部

大工さんに教わりながらミニイスを作製

女の子の方が上手な場合も

【
宇
部
・
島
根
政
義
（
大

工
・
54
）】
8
月
9
日
建

設
山
口
宇
部
支
部
会
館
2

Ｆ
に
て
、
親
子
木
工
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
関
係
上
、
参

加
者
は
集
ま
る
の
か
と
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
7

組
の
ご
家
族
の
方
の
応
募

が
あ
り
楽
し
く
作
業
及
び

指
導
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
は
、

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
手

伝
っ
て
い
た
だ
き
、
定
寸

墨
付
け
作
業
。
高
学
年
の

子
は
女
の
子
で
も
の
こ
ぎ

り
を
引
き
、
一
生
懸
命
で

し
た
。
木
を
切
る
と
い
う

大
変
さ
を
、
そ
し
て
ま
っ

す
ぐ
に
切
る
難
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　

全
部
切
り
終
え
た
ら
、

角
材
の
面
取
り
。「
木
で

も
角
が
尖
っ
て
い
る
と
手

が
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
尖
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
紙
ヤ
ス
リ
で

と
ん
が
り
を
丸
く
す
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

け
が
を
防
ぎ
、
す
い
ば
り

も
刺
さ
り
に
く
く
な
り
ま

す
。」
と
指
導
し
ま
し
た
。

　

次
に
釘
打
ち
に
て
組
立

て
。
低
学
年
の
子
は
金
づ

ち
に
力
が
入
ら
ず
に
釘
が

う
ま
く
打
ち
込
め
な
い
。

高
学
年
の
子
は
力
も
あ
り

ヒヤリ・ハット事例
木造建物の足場１層床面で資材（ガロン缶）受取り中、ふらつい
て墜落しそうになった

 業　種 
木造建物建設業（建設工事業）

 作業の種類 
塗料缶の収受

 ヒヤリ・ハットの状況 
木造３階建集合住宅建設工事において、塗料缶
（18.0L）運搬のため、１層目地上２.２mの足場
上での作業者が差し出された塗料缶を受け渡す
とき、手をロープから滑らせよろめいた。

 原　因 
・塗料缶を渡すため足場板の前に出過ぎて不安全な位置で渡そうとした。
・受け渡しに際してお互いの合図が一致しなかった。
・墜落防止の手すり等がはずされていた。

 対　策 
・ 高さ２m以上の足場では、手すり、中桟、幅木等を取り付けるとともに、
滑車などを設けて作業をする。
・高所での荷受け作業では、安全帯を使用する。

何
と
か
釘
が

打
ち
込
め
ま

す
が
曲
が
る

子
も
い
る
、

途
中
で
疲
れ

た
と
い
う
子

も
い
る
。

　

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
も

釘
打
ち
に
参

加
し
て
、
上

手
に
作
り
上

げ
ま
し
た
。

どんなしぐさも可愛い家族の一員

山
口
支
部

熊
谷
　
龍
夫
さ
ん mamiちゃん

愛愛
兎兎

　

私
の
妻
は
潰
瘍
性
大
腸

炎
（
安
倍
元
首
相
と
同
じ

病
）
で
主
治
医
か
ら
ア
ニ

マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
を
勧
め
ら

れ
、
う
さ
ぎ
と
一
緒
に
住

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

う
さ
ぎ
の
ｍ
ａ
ｍ
ｉ
が

う
ち
に
来
た
の
が
2
0
0
6

年
6
月
の
こ
と
。

　

先
代
ｍ
ａ
ｋ
ｏ
が
8
歳

で
お
月
様
に
帰
っ
て
か
ら

1
か
月
、
岡
山
県
倉
敷
市

の
ラ
ビ
ト
リ
ー
か
ら
責
任

を
も
っ
て
一
緒
に
生
活
で

き
る
か
面
接
が
あ
り
、
無

事
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
ｍ
ａ
ｍ
ｉ
は
ダ
ッ
チ
柄

（
パ
ン
ダ
柄
）
の
ネ
ザ
ー
ラ

ン
ド
・
ド
ワ
ー
フ
で
す
。

ド
ワ
ー
フ
と
は
小
人
と
い

う
意
味
で
、
う
ち
に
来
た

と
き
は
5
0
0
ｇ
（
大
人

で
1
㎏
）
の
小
さ
く
て
可

愛
い
う
さ
ぎ
で
し
た
。

　

ま
ん
丸
で
、
耳
が
短
い
、

小
さ
い
ｍ
ａ
ｍ
ｉ
は
い
つ

も
元
気
に
部
屋
を
走
り

回
っ
た
り
、
疲
れ
た
ら
寝

転
ん
で
く
つ
ろ
い
だ
り
と
、

ど
ん
な
し
ぐ
さ
も
可
愛
い

家
族
の
一
員
で
し
た
。

　

昨
年（
令
和
元
年
）6
月
、

急
に
元
気
が
な
く
な
り
、

ゆ
っ
く
り
眠
る
よ
う
に
お

月
様
に
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド・ド
ワ
ー

フ
の
寿
命
は
7
〜
8
年
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ｍ

ａ
ｍ
ｉ
は
13
年
も
私
た
ち

の
家
族
で
い
て
く
れ
ま
し

た
。

　

お
月
様
で
は
、
ｍ
ａ
ｋ

ｏ
と
ｍ
ａ
ｍ
ｉ
が
仲
良
く

私
た
ち
は
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
ね
」

家
族
で
楽
し
く

家
族
で
楽
し
く

　
　
　

親
子
木
工
教
室

　
　
　

親
子
木
工
教
室
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萩　下瀨　曻
（電工・66）

全
線
走
行
を

計
画
実
行
中

下瀨さん

　新型コロナ感染拡大防止
のため、旅行等の移動につい
ても気を遣う日々が続いてい
ますが、特別これといった趣味も
なく、じっとしていられない性格のた
め、休日等の時間の使い方に苦労して
います。
　本来、暇があればドライブと称し
て、目的もなくあちこちに出かけてい
ましたが、それも控えて道路地図を眺
めています。
　以前は知らない土地へ行くときは地
図でルートを調べ、地図を見ながら
走っていましたが、カーナビの普及に
より、地図を見ることがなくなりつつ

あります。でも、走行全体
の中での自分の現在位置を確

認するには、やっぱり、地図が
必要だと思い、また車に積んでい

ます。
　数年前から自分が生まれ、現在生活
している「山口県」のことをよく知ら
ないことに気付き、せめて県内の主要
道路（国道・県道）だけでも知りたい
と思い、「全線走行」を計画実行中で
すが、現在停止状態です（コロナのせ
いではありません）。
　新型コロナ感染症が収まれば、ぜひ
再開し、全線走行を達成したいと思い
ます。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
郵
便
物
を
ポ
ス
ト
に
入

れ
る
こ
と
。

④
鴨
居
（
か
も
い
）
↔
。

住
宅
の
一
部
。

⑦
北
島
三
郎
の
歌
『
○
○

○
は
木
を
切
る
〜
ヘ
イ

ヘ
イ
ホ
ー
』。

⑧
は
し
ご
の
よ
う
に
上
が

る
踏
み
台
。

⑨
動
物
園
の
花
形
。
百
獣

の
王
。

⑩
果
物
。
愛
媛
県
が
生
産

高
一
位
。
山
口
県
で
は
、

大
島
が
有
名
。

⑫
親
の
体
や
性
質
の
特
色

が
子
や
孫
に
現
れ
る
こ

と
。

⑬
忙
し
く
て
○
○
が
な
い
。

⑯
親
分
。

⑰
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

○
○
○
を
つ
か
す
。

⑲
野
球
の
打
順
で
強
打
者

は
？

㉑
真
の
値
と
測
定
し
た
値

と
の
わ
ず
か
な
違
い
。

㉒
交
代
。
特
に
野
球
の
攻

守
交
代
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代

の
武
将
。
文
禄
・
慶
長

の
役
を
起
こ
し
、
朝
鮮

に
出
兵
し
た
人
。

②
イ
ラ
イ
ラ
の
○
○
を
は

ら
す
。

③
か
き
乱
す
こ
と
。
○
○

○
○
戦
法
。

④
天
井
か
ら
つ
る
す
花
形

の
電
灯
。

⑤
○
○
風
。
○
○
半
球
。

⑥
お
酒
の
○
○
○
飲
み
は
、

や
め
ま
し
ょ
う
。

⑧
勇
ま
し
い
威
勢
。
○
○

○
た
つ
。

⑪
草
木
を
刈
る
道
具
。

⑭
○
○
を
恐
れ
て
は
い
け

な
い
。
失
敗
。

⑮
熊
本
県
に
あ
る
活
火
山
。

カ
ル
デ
ラ
が
有
名
。

⑯
周
囲
を
山
地
に
囲
ま
れ

た
低
く
平
ら
な
地
形
。

⑱
以
前
↔

⑳
○
○
も
実
力
の
う
ち
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
12
月
4
日（
当
日
消
印

有
効
）ま
で「
や
ま
ぐ
ち
パ

ズ
ル
係
」
に
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
10
人
の
方
に
ク
オ

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
299
号
解
答
◇

　

ガ
ン
バ
ロ
ウ

〈
当
選
者
〉【
宇
部
】
原
野

芳
恵
【
小
野
田
】
黒
木
美

保
・
福
田
清
【
吉
南
】
秋

本
文
義
・
浅
川
れ
い
子
・

上
山
美
穂
・
吹
上
義
男【
山

口
】
坂
本
眞
紀
子
・
原
田

琢
嗣
【
柳
井
】
江
東
育
士

（
応
募
総
数
29
）

作・斉藤達夫

秋の夜長は
　　ミステリー

ミ
ス
テ
リ
ー
が

楽
し
め
る
の
は

あ
く
ま
で

「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」

だ
か
ら
じ
ゃ

現
実
の
犯
罪
は

御
勘
弁

願
い
ま
す

ミ
ス
テ
リ
ー

ド
ラ
マ
も

捨
て
が
た
い

コ
ロ
ン
ボ
・
ポ
ア
ロ

ミ
ス
マ
ー
プ
ル
…

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
も

忘
れ
な
い
で

秋
の
夜
長
を

ど
う
過
ご
す
？

読
書
の
秋

や
っ
ぱ
り

ミ
ス
テ
リ
ー
で
し
ょ

長
編
を

じ
っ
く
り
と
読
む

ミ
ス
テ
リ
ー
の

醍
醐
味
じ
ゃ
な

名
作
は

何
度
読
み
直
し
て
も

オ
モ
シ
ロ
イ

リ
ア
ル
・
ミ
ス
テ
リ
ー

「
く
ん
く
の
だ
い
ち
」

直
売
所
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　【
阿
東
・
山
本
克
巳

（
内
装
・
52
）】
道
の
駅

長
門
峡
は
国
指
定
名
勝
長

門
峡
の
渓
谷
の
入
り
口
で

も
あ
り
、
萩
市
川
上
ま
で

5
・
1
㎞
の
遊
歩
道
へ
向

か
え
ま
す
。
美
し
い
渓
谷

と
紅
葉
を
見
な
が
ら
散
策

が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち

号
が
通
り
、
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
カ
メ
ラ
を
持
っ

た
鉄
ち
ゃ
ん
（
鉄
道
フ
ァ

ン
）
が
集
ま
り
、
国
道
9

号
線
は
渋
滞
が
お
こ
る
ほ

ど
人
気
で
す
。

　

最
近
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
直
売
所
「
あ
と
う
の

名勝「長門峡」の入り口にある道の駅

D

C

A

B

E

1

7

2

11

14

4 5

15

6

12

20

22

3

8

9

10 12

13 14 15

16 17 18

19 21

恵
み
」
に
は
地
元
特
産
物

（
り
ん
ご
・
な
し
・
野
菜

他
）
は
も
と
よ
り
、
あ
と

う
和
牛
の
直
売
所
や
お
食

事
処
「
長
門
峡
」
も
あ
り

ま
す
。

　

先
日
、
朝
早
く
車
で
通

り
か
か
る
と
開
店
前
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
行

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

何
か
と
聞
く
と
、
和
牛
の

切
り
落
と
し
を
格
安
に
て

売
っ
て
い
る
そ
う
で
、
か

な
り
の
人
気
の
よ
う
で
す
。

　

阿
東
に
来
ら
れ
た
際

に
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

 「愛○」「お気に入りの場所」の

道
の
駅

長
門
峡

人気で行列ができることも


